
編集にあたって

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災で被災された皆様へ心よりお見

舞い申し上げます．また，復旧・復興作業をされておられる地元の方々，な

らびに救援に駆けつけておられる方々のご努力に深く敬意を表します．

東日本大震災は地震と巨大な津波を伴ったことにより未曾有の災害とな

り，沿岸は壊滅した地域もあり，また約 15 万人以上が避難生活を余儀なく

されています．また地域によっては医療機関や保健所などが被害を受けてい

るため外部から様々な医療従事者が支援に入り，立て直しが行われていま

す．本書はこれから現地に入る医療従事者が知っておきたいエッセンスを短

時間で学ぶことを目的としています．そのため，既存の様々な資料をもとに

日本や現地の情報に合わせてまとめを行い「10 のポイント」といった形式

をとりました．

1章では，災害に関する総論的知識を紹介しました．2章では，まず被災

者を支援するとして，被災者の安全や心身の健康，そして特に課題となる感

染症に対する予防策を取り上げました．3章では，現場に入る医療従事者だ

けでなく，今後増えるであろうボランティアや作業者の健康を守るための対

策や知識を紹介しました．これまでにも，災害後にこうした方々の健康が害

されたことが報告されていますので，ボランティアや作業者の健康を守るた

めの啓発が求められます．もちろん医療従事者は自分自身を守ることを忘れ

てはなりません．4章では実際に東日本大震災の現場で医療従事者をコー

ディネートしたり，現場で活動をした方々にこれから支援に入る医療従事者

に伝えたいことを紹介いただきました．そして 5章では現段階では必要ない

かもしれませんが，やがて起こりうる新たな災害の直後の対応を今回の教訓

をもとにまとめました．

被災地といっても，場所によって様々です．未だに電気も水道もガスもな

い地域もあれば，すでに日常生活ができているところもあります．また時が



経てば状況も変わります．本書では限られた紙面であることから共通する事

項を中心に取り上げました．個別の対応については現場の担当者とよく相談

されるとよいと思われます．

本書が，支援者の，そして医療従事者，ボランティア，作業者の健康が守

られ一日でも早い復興や復旧のお役に立てればこの上ない喜びです．また，

本書のすべての執筆者のご賛同のもと，本書の印税のすべては津波遺児支援

のために寄付されます．本書は，震災直後にはじめたホームページ「津波・

地震において自分，家族，同僚，地域の健康を守るヒント集」をもとに出版

されました．個人ではじめたブログですが，その後多くの方の協力を得て，

最終的には書籍となりました．産業医学推進研究会からの助成によりホーム

ページの拡充することができ，また技術的な支援をいただきましたことに感

謝します．また，本書が世に出るきっかけを作ってくださった企画部岩松宏

典氏に感謝します．

2011 年 5 月

編者ら

津波・地震において自分，家族，同僚，地域の健康を守るヒント集
http://kojiwada.blogspot.com/

http://square.umin.ac.jp/ohhcw/
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